
恥欝
／
　
　
、

　
　
　
　
　
　
み

イ
三
明
¢
懸
－

深
、
由
、
康
鋒

　
重
ん
ど
こ
十
年
の
闇
東
京
雲
壌
大
學
の
哲
學
科
に
敷
鞭

を
取
ら
れ
、
其
後
引
退
し
て
著
逓
に
從
っ
て
ゐ
ら
れ
た
ヶ

ー
ペ
ル
博
士
は
其
三
十
連
覇
亙
る
臼
本
に
於
け
る
生
活
を

七
十
五
歳
を
以
て
絡
は
ら
れ
た
。
五
月
の
下
旬
に
登
癒
せ

ら
れ
る
迄
執
筆
を
績
け
ら
れ
て
る
た
こ
ご
は
難
誌
コ
思
想
し

の
讃
者
の
知
る
所
で
あ
ら
う
。
博
士
は
六
月
十
四
縫
未
明

に
十
年
以
上
住
み
馴
れ
て
居
ら
れ
だ
横
丁
露
國
総
頷
事
館

の
一
室
に
於
て
逝
去
さ
れ
た
○
遺
言
に
基
き
宗
藪
上
演
他

何
等
の
式
を
も
管
む
こ
ご
な
く
甘
露
難
勇
ヶ
谷
の
票
地
に

埋
葬
せ
ら
れ
た
。
博
士
を
怨
ぶ
よ
す
が
こ
し
て
、
左
に
久

保
勉
艦
が
親
し
く
博
士
に
聞
き
た
㍗
さ
れ
た
勝
の
小
魚
を

熱
狂
の
許
を
え
て
O
窪
び
。
冨
匹
画
葺
窪
か
ら
轄
載
す
る
Q

　
同
誌
に
は
濁
逸
原
文
も
添
へ
ら
れ
．
て
居
る
。
ハ
康
質
罪
）

　
　
　
　
小
　
　
　
傳

．
、
、
、
も
シ
ニ
イ
。
ノ
フ
ゴ
質
ソ
ド
、
に
生
』
ザ
’
職
ノ
　
；
　
　
知
訟
難
生
の

地
が
．
シ
ヤ
に
奮
藁
璽
必
し
・
・
簗
が
・
シ
叉

で
あ
る
こ
ど
を
幽
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
せ
こ
云
ふ
に

そ
の
家
は
ザ
ク
セ
ン
か
ら
田
て
る
る
…
そ
の
父
方
の
綴
先

は
皆
ザ
ク
セ
ン
生
れ
で
あ
っ
た
Q
そ
の
血
舩
続
を
流
れ
て
み

る
買
シ
ャ
人
の
血
は
た
矯
僅
に
油
滴
に
遇
ぎ
η
い
．
し
か

も
そ
の
賛
シ
や
入
の
搬
ε
い
・
あ
も
瑞
典
人
の
魚
ご
混
じ

て
居
っ
て
母
方
か
ら
燕
だ
も
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ヤ
政
府
に

仕
へ
て
實
際
の
帝
國
願
問
官
こ
し
て
死
ん
だ
先
生
の
父
講

グ
ス
タ
ー
フ
・
ウ
ヰ
〃
ヘ
ル
ム
は
簿
學
な
入
で
“
6
0
つ
た
。
ケ

ー
ベ
ル
先
生
は
剛
歳
の
子
供
の
時
に
舞
暑
を
描
く
さ
れ
た

の
で
．
レ
毛
母
ン
ダ
至
上
撮
の
租
糠
油
（
遊
方
の
）
に
引
取

ら
れ
て
そ
の
澄
話
に
な
ら
れ
だ
Q
こ
の
婦
人
に
つ
い
て
は

先
生
は
構
蒔
も
衷
心
の
愛
慕
ご
寒
い
願
書
ご
を
以
て
語
る

を
常
こ
し
て
み
る
。

　
先
生
は
鷲
シ
ヤ
の
學
綾
を
好
ま
な
か
つ
だ
、
そ
れ
で
蓮



益
す
る
こ
芯
も
不
規
期
で
あ
っ
た
。
先
生
は
そ
の
「
小
品

集
」
の
中
に
書
い
て
み
る
、
「
私
が
無
智
の
ま
、
に
生
長
す

る
こ
ご
な
く
、
ま
元
後
年
相
當
の
準
備
敷
育
あ
る
學
生
ず

し
て
大
取
に
入
る
を
得
た
の
は
、
高
雅
稼
自
由
な
三
四
ご

稀
有
の
敷
養
ご
心
か
ら
の
親
切
ビ
を
兼
ね
備
へ
だ
る
婦
人

で
あ
っ
た
私
の
澱
糠
の
心
遣
ご
、
私
の
父
ご
オ
ル
デ
ン
プ

ル
ヒ
生
れ
の
私
の
叔
父
の
ク
ラ
ウ
ぜ
ン
ご
良
き
家
魔
敷
講

師
達
ε
の
お
蔭
で
あ
る
」
ご
。
先
生
に
最
初
暑
樂
を
激
へ

た
の
臥
聡
警
騒
艦
で
あ
っ
た
。
自
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
（
直
覧

の
著
名
な
ピ
ァ
エ
ス
ト
）
の
弟
子
で
あ
り
且
つ
立
派
な
ピ

ア
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
彼
女
は
噂
先
生
が
や
つ
ご
六
歳
に
な

る
か
な
ら
ぬ
蒔
．
ゼ
ァ
，
・
弾
奏
法
の
初
歩
、
蔦
諭
告
の
讃
み

方
ご
を
漱
へ
込
ん
だ
の
で
み
る
。
そ
の
後
得
た
良
い
音
響

国
師
は
、
先
生
の
曾
租
父
鱈
レ
ー
ビ
ン
ダ
ー
氏
の
建
立
に

か
、
る
、
三
巾
シ
r
ニ
イ
・
ノ
燦
ゴ
貿
ソ
ド
の
新
生
二
君
に
お
け

懸
命
弾
奏
諸
の
、
ウ
”
ビ
鎌
染
勧
蠕
キ

箋
N

つ
罫

、、

Y
一
㌻
ぶ

成
り
父
譜
の
意
志
に
反
し
て
、
身
を
全
く
昔
樂
に
献
げ
る

た
め
に
花
ス
コ
ー
の
高
等
膏
樂
學
綾
に
野
里
し
た
。
此
學

校
で
師
ご
し
た
の
は
、
一
一
コ
ラ
イ
・
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

（
ア
ン
｝
ソ
の
弟
）
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
ク
ソ
ソ
ー
3
ウ
ォ

川
ト
其
他
の
入
々
で
あ
っ
元
。
千
八
百
七
十
二
年
に
先
生

は
全
科
卒
業
郵
書
を
得
て
習
樂
學
校
を
掲
だ
。
然
る
に
そ
・

の
生
れ
な
が
ら
の
内
氣
が
習
樂
者
の
生
活
に
入
る
こ
ご
を

妨
げ
た
故
に
、
先
生
鳳
志
望
を
縛
じ
て
學
者
の
生
涯
に
入

ら
う
ビ
決
心
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
意
岡
を
抱
い
て
先
生

は
ズ
ィ
ッ
に
向
っ
て
族
立
つ
だ
○
先
づ
最
初
に
は
イ
エ
ナ

大
隠
に
お
い
て
、
特
に
ヘ
ン
ケ
ル
・
フ
労
ル
ト
ラ
障
ゲ
及
び

・
オ
ソ
ト
！
フ
ラ
イ
ヂ
ラ
ー
の
下
に
學
ん
だ
、
オ
イ
ケ
ン
の

講
義
な
ざ
も
聴
い
た
○
大
凡
そ
三
年
の
後
イ
エ
ナ
を
去
っ

て
ハ
イ
デ
〃
ぜ
ル
ビ
へ
行
つ
π
、
そ
れ
は
ク
ー
ノ
ー
フ
イ
ソ

シ
ャ
あ
下
で
大
貫
輩
鞭
君
る
戸
外
を
了
、
禽
で
あ
っ
た
。

千
八
百
入
＋
一
年
に
先
生
は
、
シ
．
べ
ζ
～
薄
蕊
薩
閥
丁

　
．
漸
く
に
よ
ρ
て
學
電
8
巽
、
、
∫
、
ギ
　
　
　
湊
8
。
…
領
誉
・
，
、
罐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
〆
慰
ぐ
薪
選
録

、
　
尋
、



．
暫
藥
醗
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乳
ヂ
ノ
瀞
（
人
闘
び
良
一

籔
響
騨
㌻
烈
漁
の
説
を
論
じ
た
・
）
に
響
な
い
。

　
そ
の
「
シ
ョ
ペ
ソ
ハ
ウ
ァ
ー
の
解
脆
論
」
ご
シ
ュ
ウ
篤
ー
グ
ラ

　
一
の
哲
學
史
激
科
書
第
十
一
版
の
た
め
に
書
い
た
（
シ
ョ

　
ペ
ソ
ハ
ウ
ァ
ー
に
關
す
る
）
　
幅
遣
直
ご
に
∵
よ
っ
て
蕊
ん
生
は
エ

ご
彰
ζ
ζ
雫
；
菱
倒
す
る
や
う
に
馨

　
だ
。
彼
に
促
さ
れ
て
先
生
は
「
エ
ー
3
フ
ル
ド
ラ
貢
ン
・
ハ
声

　
ト
マ
ソ
の
媒
質
黒
羽
」
（
一
入
八
欝
年
）
を
著
鳳
し
た
。
謡
い

　
で
カ
ー
ル
ス
ル
ー
か
ら
敷
師
に
招
聰
せ
ら
れ
て
、
之
に
癒

　
じ
た
。
同
地
の
創
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
習
樂
學
綾
で
先
生

は
ビ
ァ
ノ
ビ
和
聾
學
の
漱
授
を
受
持
ち
，
ま
た
昔
樂
史
や

暑
樂
美
學
を
講
じ
だ
◎
一
年
の
後
に
は
し
か
し
先
生
は
カ

　
ー
ル
ス
ル
ー
を
去
っ
て
、
・
、
ユ
ン
ヘ
ン
に
移
っ
た
へ
）
こ
の
ミ

　
ュ
ン
ヘ
ン
は
ゼ
イ
ッ
の
あ
ら
ゆ
る
大
都
市
の
中
で
そ
の

常
に
最
も
好
ん
で
居
ら
れ
π
も
の
で
あ
る
。
野
庭
で
は
大

抵
妙
工
作
に
鱒
無
事
’
）
、
シ
翼
ペ
ン
ハ
ウ
’
ア
ー
に
闘
回
す
る
著
鯉
寅
（

　
シ
ョ
ペ
ン
ハ
ウ
ァ
ー
の
無
配
）
驚
復
習
用
奮
學
史
」
笠
ハ
亀
　
を
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
レ

つ
て
み
る
賂
ぼ
十
年
を
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
懸
ご
し
た
後
．
千

八
百
九
十
三
年
に
先
生
は
．
福
川
ト
マ
ソ
の
推
薦
に
よ
っ
て

東
京
帝
國
大
學
に
お
け
る
哲
學
の
敷
授
ど
し
て
日
本
に
招

聴
さ
れ
紀
の
で
あ
っ
だ
。
二
十
有
…
年
の
間
一
度
も
中
絶

す
る
こ
ご
な
く
先
生
は
文
字
通
り
に
そ
の
斜
生
の
た
め
に

生
き
っ
、
、
脱
俗
的
導
入
の
生
け
る
像
こ
し
て
又
わ
が
大

學
の
特
刷
の
誇
だ
し
て
急
そ
の
最
上
の
幾
年
時
代
を
我
々

の
間
で
過
ご
さ
れ
た
め
で
あ
る
。
先
生
は
軍
に
詞
を
以
て
・

し
た
許
り
で
な
く
、
岡
時
に
ま
た
自
ら
模
範
こ
な
っ
て
、

擬
果
を
以
て
、
否
更
に
進
ん
で
ば
軍
に
そ
の
糊
地
に
居
る

こ
ε
に
よ
っ
て
敏
へ
且
つ
影
響
を
輿
へ
た
。
先
生
を
見
て

我
々
は
、
介
入
の
何
た
る
や
を
、
且
つ
更
に
重
譜
大
な
る
は

人
聞
の
侮
だ
る
や
を
學
・
ん
だ
の
で
あ
る
。
先
生
は
そ
の
學
・

生
を
愛
好
し
た
、
そ
し
て
こ
れ
臆
て
先
生
が
か
く
長
い
歳

月
を
我
國
で
遇
ご
し
た
所
以
を
説
曝
す
る
為
の
で
あ
る
。

大
古
敷
師
こ
し
て
は
先
生
は
常
に
就
中
ド
イ
ツ
の
交
化
、



　
ド
イ
ザ
の
警
衛
及
び
文
學
に
劉
す
る
威
穏
（
理
解
）
を
學
生

の
聞
に
喚
起
す
る
こ
ε
に
努
め
ら
れ
だ
。
わ
が
大
學
に
ギ
ジ

シ
や
語
の
研
究
を
導
入
し
た
の
も
實
は
先
生
で
あ
っ
だ
。

先
生
は
そ
の
講
義
を
軍
に
哲
學
の
領
域
に
の
み
限
ら
な
か

っ
た
ー
ー
一
般
詩
學
、
暴
爆
風
の
歴
吏
及
び
哲
學
、
ゲ
ー

テ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
、
其
他
の
如
き
題
肖
に
つ
い
て
も
亦
好

ん
で
講
せ
ら
れ
た
、
其
外
特
に
数
人
の
學
生
ご
共
に
ギ
ジ

シ
ャ
及
び
質
ー
マ
め
古
典
を
講
讃
す
る
の
を
例
ビ
し
て
み

た
。
多
年
ゼ
ァ
ノ
の
敷
師
を
し
て
み
だ
習
毎
毎
校
（
上
野

の
）
に
お
い
て
も
亦
先
生
は
常
に
1
3
イ
ッ
膏
樂
を
重
ん
じ

た
）

　
今
よ
う
八
年
前
、
東
京
に
お
け
．
、
敷
撒
の
任
期
が
充
ち

方
に
ド
イ
ツ
に
蹄
ら
ん
ご
せ
ら
れ
た
時
．
世
界
戦
争
が
勃

襲
し
た
、
そ
こ
で
先
生
は
そ
の
出
登
を
延
ば
し
、
横
濱
で

三
訂
鑓
離
難
飢
姻
渠
簿
鐘
聾

　　

@
階
繧
写
影
酒
量
簿
李
・
一
、

　　

@
∵
囑
難
論
謬
∵
．
魯
。

ル
・
ウ
ヰ
ル
ム
氏
の
官
邸
の
一
小
室
に
住
み
、
多
く
磁
交

上
の
仕
事
に
從
事
し
て
み
た
。
四
年
前
に
は
岩
波
書
店
か

ら
「
小
品
適
し
を
、
ま
だ
昨
年
は
「
綾
小
蟻
集
」
を
公
に
し
だ
ゆ

な
ほ
此
頃
も
雑
誌
「
思
想
」
の
た
め
に
文
學
に
關
す
る
論
文

を
暴
け
て
執
筆
し
て
居
ら
れ
る
。
蓋
し
先
生
に
は
、
カ
の

及
ぶ
限
り
、
如
何
や
う
に
か
、
日
本
の
青
年
の
た
め
に
鑑

し
た
い
こ
の
希
望
が
有
っ
て
去
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
其

他
の
黙
に
つ
い
て
は
、
先
生
は
健
康
の
勝
れ
な
い
こ
ビ
は

多
い
け
れ
ざ
も
、
精
外
的
に
は
猶
ほ
頗
る
清
新
で
、
静
か

に
帥
に
信
号
し
つ
＼
生
き
、
落
著
い
て
來
る
べ
き
こ
ご
を

待
っ
て
居
ら
れ
る
。
（
0
2
齢
の
畠
巴
W
毎
鐸
L
α
曾
㌶
鉱
も
誌
）

，
ン
、
、
．
㌶
妙
ζ
亀
惹

き
　
、

、
攣
か
　
、


